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り、1555 年 9 月には死去しているので（4）、本章ではこの期間に使われた扉の様子を辿ることに
する。彼は 1528 年に本を出すと扉を囲み飾りで飾った。囲み飾りはその後も継続して使用され、
最終的には 204 点に及ぶ。この数は扉表示全体（262 点）の 8 割弱を占めるので、彼は囲み飾り
形を扉表示の中心に据えていたことがわかる。
　囲み飾り形とは「囲み飾り」と「書名等」を組み合わせた形である。彼は囲み飾りの図柄を約
18 種類使っている。この数も多いとは言えないが、さらにその内の 11 種類で 196 点もの扉表示










　少数語書名の典型例として１単語書名の stc.18393（1531 年）を見ると 1 語（svrveyenge）を 2
つに区切り、さらに「きずた」（hedera）を加えて逆三角形にしている。stc.18393（1531 年）では
2 語（Natura breuium）で 3 行にし、「きずた」を加えて 4 行に表示されている。これまでにも 1
単語や 2 単語の書名を見かけたが、そうした場合、ド・ウォードは木版を併用したり、囲み飾り
形の場合は詩などを追加して「ページいっぱいの表示」に務めてきた。ピンソンも当初は





　ところが 1534 年になると書名表示に変化がでてくる。1533 年以前の少数行書名本が後続版を
印刷すると、すべての扉が表示行数を増やし出すからであり、増行には (1) 副書名等、(2) 大型活
字、(3) 印刷事項、(4) 印刷年（1 行）を追加する、4 方法がとられた。
バセレットの扉
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　文字書名形は囲み飾り形より 1 年遅れて 1529 年から使われ出し、1555 年迄でに 57 件に用いら
れている。この件数は扉表示全体（262 件）の 2 割強に当たる。絵付き形は 1 件しかないので、バ
セレットは囲み飾り形と文字書名形の 2 種類で扉を表示しようとしていたことになる。文字書名
形も、囲み飾り形と同様に、1533 年までとそれ以降とでは表示行数に大きな変化が現れる。1533
年までは約 8 行であったのが、それ以降は約 12 行と大幅に増加するからである。行の増やし方は
1533 年からだと印刷事項を追加する方法が目に付くが、その後は内容説明などを追加して表示
行数を増やす形に変わってくる。そして 1543 年頃からは印刷年を追加表示する形が目立ってく
る。文字書名形の最少行数は 4 行が 1 件、5 行が 4 件であるが、いずれも 1533 年までであり、そ
れ以降は 9 行（stc.3002.7, 1545 年）が最少になる。行数に増減はあるものの、文字書名形も「ペ
ージいっぱいの表示」を目指していたことはいうまでもない。
6．絵付き形（1528年〜）
　絵付き形は stc. 17034（1529 年）の 1 件だけである。この扉は書名等が 3 行しかないのでそれ
を逆台形で図柄表示すると共に、下部には中ぐらいの木版を配置して十分に「ページいっぱいの















末付近を表示した形の中で、ド・ウォードとピンソンに見かけない形が S1 である。S1 は最終活
字ページの後に 3 白ページが残るので、その内で真ん中の 1 ページだけを埋め、残りの 2 ページ
は白のままで済ませた形である。
　バセレットは巻末付近を大別して 2 つの形で表示した。一つが C 形や G 形のように最終折丁の
最終ページまで「ページいっぱいに表示」する形である。もう一つが H 形、Q 形、S 形のように
最終ページを白のままにした形である。この両者は 177 件と 85 件のなので、「ページいっぱいの
表示」をする姿勢に変化はない。しかし後者は全体の 1/3 になることから、表示原則を少しゆる
め、中間の白ページは埋めるが、最後の 1 白ページであれば無理に埋めようとしていない。この
方法を活用し、最小限の努力で 3 白ページを処理したのが S1 である。3 白ページの内で中間の 1






















　巻頭付近の表示形は Y1 と Z2 が大半を占めている。ド・ウォードやピンソンが見せた巻頭付近
の多用な表示は収束に向かっていることが分かる。扉ページと本文ページとの間に 1 白ページが
あるかどうかで Y1 か Z2 となるので、本文ページをどのページから始めるかでは、まだ思案中の
姿が浮かび上がってくる。しかし両者の件数からすれば、本文ページを表ページから始める様式
（Z2）が確立しだしたことが分かる。Z2 とは中間に 1 白ページが存在する形であるから、「ページ
いっぱいの表示」をしている扉ページと本文ページに挟まれたページは「ページいっぱいに表示」



















台形であり、逆台形とは逆三角形の未完成形であったといえる。stc.3507（1525 年）は 3 行目にア
スタリスクを 1 つ配置して、なんとか逆三角形にしようとしているが、形が悪い。stc.19081a




　他方、ド・ウォードは 1525 年から絵付き形で逆三角形を 3 回試みるが、目立った動きにならな








活字を配置したのは 9 件もあり、記号活字を使っていないのは 4 件にすぎない。彼は「図柄」表
示の特典を最大限に活用して文字表示をしたことになる。当初、彼は図柄表示に絵（木版）と同
じ機能があると思っていた。その後、縦行をできるだけ埋める必要が出てくると、それまでにも
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